
令和６年度 第４回 国有林材供給調整検討委員会 
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令和６年度第４回国有林材供給調整検討委員会 

（概要） 

 

1. 開催日時 

令和７年３月 11 日（火）13 時 30 分～16 時 

 

2. 開催場所 

中部森林管理局 大会議室 

 

3. 検討内容 

（１）国有林材供給調整対策について 

（２）その他 

 

4. 検討結果 

 全国的な木材需要動向をみると、新設住宅着工戸数は緩やかに減少傾向が続いて

おり、令和６年の新設住宅着工戸数は前年比3.4%減となる79万2,098戸となった。

また、プレカット工場の受注率についても低迷が続いており、実需回復には至って

いない。 

 一方、中部森林管理局管内の製材工場では住宅需要が弱い中、製品単価を何とか

維持している現状であり、先行き不透明な状況は変わらない。また、昨年末より継

続して原木の出材量増加が見られず、各方面に大きな影響を及ぼすとともに、原木

高の状況がうかがえる。 

 こうした状況を踏まえ中部森林管理局では、市場等への速やかな木材供給を実施

することにより、管内の市況の安定化を図ることが重要であり、現時点での供給調

整は必要ないものと考える。 

 引き続き、本年度実行している製品生産事業を着実に完遂し、来年度事業の早期

発注に取り組むとともに、地域における木材需給動向等を注視しつつ、国有林材の

安定供給に努めていくことが重要である。 

 

5. 委員意見等 

〇 雪の影響で思うように出材が進まなかった。円安等の影響で木材の消費量は激減

したが、山からの生産量も減少したので需給バランスが取れて価格の変動はなかっ

た。 

  輸入材も円安の影響で高止まりしているが、住宅需要が弱く、原木高の製品安と

なっている。 

 



〇 カラマツの在庫があふれた。これは合板メーカーとの価格が折り合わない状況に

よるもの。出荷側の立場で言うと価格破壊が怖いのできちんと調整しながら進めて

いる。生産する側としてもストックヤードを作るなど、供給の安定化を図っている。 

 

〇 入荷調整の影響で 9 月頃からスギの価格が下落した。冬季に入り価格は持ち直し

たが、厳しい状況は変わらない。スギ良材の元玉価格は高いが、2 番玉以降の価格

が伸びないのが要因。 

  出材量が民有林・国有林ともに増加しない状況が続いている。大幅な増加は見込

めない状況。4 月以降どうなるのか心配である。 

  物流法改正、GHG、クリーンウッド法の改正などいろいろな制約が始まってきて

いるなかで、どのように材価を確保していくかが課題。 

 

〇 国産材の需要が高まっている。国産材の良さを PR していく良いタイミングであ

るように感じる。様々な団体と連携し木材利用を進めていきたいと考えている。 

  需要先が使いたいときに供給できないのが一番の問題であり、欲しい時に良いも

のを納めるために山側と流通側、民国で協力していく必要がある。 

 

〇 これまでホワイトウッドの間柱が主力商品であったが、ウッドショックの影響に

より、供給性能や品質に問題ないということでスギの間柱が使われるようになって

きた。 

 

〇 素材の価格が落ちたことが問題。一番の課題はヒノキの役物が売れないこと。そ

れによりヒノキ全体の出材量が減少している。ヒノキの役物を必要とする物件がな

くなった。 

  これから木材の現しが増えることは間違いない。一般家庭で節があってはいけな

いということは言わなくなった。 

  物価が上昇している中、木材の価格は下がっている。業界の皆で助け合って価格

調整をしていきたい。 

 

〇 民間企業で地元の木材を使いたいという相談が増えてきている。また、山側の出

材も増加した。主伐が増加する傾向であり、これは補助事業の影響が大きい。出材

量は補助事業に左右される。木材の単価を上げていかないといつまでも補助金だよ

りになってしまう。 

 

〇 県民税を活用して主伐再造林の面積を確保している。令和 6 年度は目標を達成で

きる見込み。毎年目標値を伸ばしていく予定である。 

以上 


